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1。はじめに

1，1一 本毎度のプロジェクトのねらい

本校英語科では，1994年度まで「コミュニケーション能力を育成する授業」をテーマに研究を

重ね，さまざまな実践報告を行ってきた。1995年度からは3ケ年計画で，「育成」から「評価」

へとテーマを移すことになり，本稿では，その2年次に当たる1996年度の実践を報告する。4技

能別にコミュニケーション活動の実践とその評価について報告する。さらに，コミュニケーショ

ンを柱にした中高6年間のシラバスの作成をめざして，4技能別のシラバスを基礎期（中1，中

2），実践期（中3，高1），発展期（高2，高3）の3期に分けて，試案として提示した。今後，

シラバスについて英語科でさらに討議と研究を深めていきたい。

1．2，コミュニケーション能力の評億

新学習指導要領に掲げられた新しい外国語の主な目標は，「コミュニケーション能力の育成」，

「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成」，「言語・文化への関心を高め，国際

理解を深めること」の3点である。

新里（1993）が指摘するように，「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成」

に関しては，文部省が全教科について共通に考える「新しい学力観」から由来している。生涯学

習の時代に必要な自己教育力を養うには，学習の基本にある生徒の関心・意欲・態度を身につけ

させることが重要と考えられている。

また新里は，現在日本で注目されている外国の教授法の不備を指摘する。幼少の噴から母国語

においても自分の意見を自分の言葉で語る教育がなされているため，英米の教授法のほとんどが

生徒の「積極性」を前提としたものであり，現行の日本における現状を考えると，日本人教師が

開発しなくてはならないと期待する。

さらに新里は，日本人特有の文法的正確さへの固執や言葉そのものへの「不信感」などを克服

する解決法が日本の英語教育に求められており，生徒たちがこれらを克服し，英語を自分自身を

表現する道具として積極的に使っていくようになることが「コミュニケーションへの積極性」で

はないかと主張する。

教室における教師の指導とその評価は連動している必要がある。評価の一つの根幹となる，生

徒に対する指導の達成度を数値化して表現するテストにも連動が求められる。数値化されにくい

生徒のコミュニケーション能力を，どのような教材・課題・評価方法で，教師がどのような点に

留意して観察等を行い最終的な評価へと反映させていくか，この評価を課題とし研究していくこ

とは，本校英語科のみならず，現在及び将来日本の英語教育界においても大きな意義を持つもの

と考える。

中学校の生徒指導要録も改定され，具体的には「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」，
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「表現の能力」，「理解の能力」，「言語・文化に対する関心・理解」の4つが観点別評価の観点と

され，A十分満足できると判断されるもの，Bおおむね満足できると判断されるもの，C努力を

要すると判断できるもの，以上の3段階で絶対評価することが求められるようになった（太田他

1995）。

学校数育におけるこうした変革を受けて，民間の英語資格試験にも対応が見られた。1963年創

設以来，1996年度までに4，700万人以上が受験しており，取得した資格を入学選抜において考慮

する高校・大学も増えてきた英語検定試験における二次面接試験も，1997年度から大きな改定が

なされた。「コミュニケーション能力」をよりよく測定していこうという目的から，態度の面を

「アティチュード」として，従来の「音読」「応答」の評価に加え，新たに評価項目となった。受

験者は，面接最初の自由会話から面接試験終了まで，積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度が観察され，①質問を理解しようと努めているか②コミュニケーションの自然な流れを損

なわないスムーズな応答ができているか③沈黙しないで積極的に自己表現し，自分を理解しても

らおうと努め，コミュニケーションを持続させていこうとする意欲があるか④音声は明瞭か，以

上の4つの主な要素を考慮して採点がをされるようになった（日本英語検定協会1997）。

英語におけるまとまった時間の個人面接の機会があれば，その学習者のコミュニケーション能

力をかなり正確に評価する事ができるであろう。しかし，現行の日本のクラスサイズの大きさや

他教科・学校行事等との関係もあるスケジュール調整など，現場で英語教師達が抱える克服すべ

き課題も多い。そのような状況で，教師達は，評価方法のコスト・パフォーマンスも考慮に入れ

ながら，現在求められている生徒の学力をできるだけ正確に評価する方法を模索するしなければ

ならない。本稿で報告するのは，一つの試案を基に1996年皮に実践したものであり，今後，本校

英語科の教育実践の方向を与えてくれるものと期待する。

2．4技能の実践と評価

2。1．リスニング（加藤。鈴木）

2．1．1．リスニングの指導について（加藤）

最近の脳生理学の成果によって，言語の習得の過程が少しずつ明らかになりつつある。日本語

を司る言語野と英語を司る言語野は別な場所に形成され，日本人にとっての英語のように，母国

語以外の言語のリスニング能力・正しい発音を身につける時期は，最も遅くて中学の時期までで

あり，それを過ぎると言語野が形成されないということである。実際中学生と高校生の兄弟が，

1年間留学生括を送って帰国したとき，中学生の方がきれいな発音ができるようになって帰って

くることを，経験から知っている。このことを考えると，リスニング能力に関しては，他の技能

と比べても，入門期の指導が特に重要であることは明らかである0
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本校では，LL教室が1989年に設置されて以来，特に中学生には，リスニングの指導の比重を

それ以前より多くして指導してきた。入門期からリスニングの指導にLLを使用し，多量の英語

を聞かせて，要点をとらえるtask－basedlisteningの訓練を行うと同時に，中学1年の2学期か

らは，ALTの指導をそれぞれ週1回行ってきた。その結果，リスニング能力の向上は目を見張

るものがあり，成果のほどは，高校から本校に入学した生徒が，本校の中学校からの生徒のリス

ニング能力に驚くことからもうかがえる。

以下に，リスニング能力を向上させてきた実践についての昨年度の簡単な報告と評価について

述べる。リスニングの評価については，理解しているかどうかをチェックすることで比較的形に

現れやすいことと，生徒がよく授業についてくるので，あまり細かくは評価していない。

2，1．2。巧996年度のリスニングの活動と評億＝）（加藤）

2．1．2。1。リスニンダの活動

中学1年（50期）

中学1年は，エゐ短刀恥卜（0Ⅹ払rd University Press）を教材として使用し，コミュミケーシ

ョンの前提となるリスニング能力の基礎を身につけることを主眼において授業を行った。Unitl

からUnit3ではアルファベット・数字・位置関係の識別を，Unit4からUnit9では，テーマ別

の日常的な内容の英文を開いて要点をとらえるtask－basedlisteningの訓練を行った。テープを

問いてExcerciseを行ったあとで，答え合わせを英間英答で行うことにより，実際のコミュニケ

ーション能力を試した。

中学2年（49期）

中学2年においても中学1年とほぼ同じ内容だが，当然リスニングの教材のレベルは高いもの

になる。中学1年の教材エゐね月払亡でやり残した部分のUnit8からUnitlOでは，テーマ別

の日常的な内容の英文を聞いて要点をとらえるtask－basedlisteningを行った。その後，もう一

つの教材及王S∫c了七c王女s血・エゐ絶月血gでは，UnitlからUnitllで，テーマ別のより高度な日常

的な内容の英文を聞いて要点をとらえるtask－basedlisteningを行った。

2．1．2．2．評個

評価の方法はどちらの学年も同じで，教材のレベルが高いこと，また，生徒がよくついてくる

ので，授業に遅れないでついてきているかどうかで，評価で十分にできた。Exerciseごとの答え

合わせの場面で英間英答によって，正しい答えが言えればついてきていると判断する。1時間の

授業で判断するのは難しいが，1学期通せば，どの程度理解しているかはわかってくる。この他

に，LL教室にはレスポンス・アナライザーが装備されているので，発音の聞き分けの練習の時
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には，レスポンス・アナライザーが使える場面ではなるべく使用した。結果ほSP表に出力でき

る他に，毎回の結果を集計する機能も備わっているので，集計した結果を評価の参考にした。ま

た，LL教室特有の機能の一つであるモニタリングを利用して，評価判定を行うこともあった。

ただし，現在使用している教材が本格的なLL授業向き（教材をあらかじめ生徒に録音させ，個

別に練習する授業の進め方）ではないので，モニタリングを行う場面は少なかった。モニタリン

グについては，仮に20分個別学習させても10人程度しかできないので，十分な評価の材料にはな

らなかった。

（資料1）
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2．1－ 3。1996年度のリスニングの活動と評億（2）（鈴木）

2．1．3．1．リスニングの活動

（1）日常の指導

（a）keywordのとらえかたなどリスニングのコツを学習する。

ニュース教材を例にその活動方法を挙げてみたい。

＜教材内容＞『オーラル・コミュニケーションB LISTEN』（桐原書店）

‘InTheNews，

＜学習目標＞ キーワードのとらえかた

＜活動方法＞

（1）地震による被害のニュースを3回聞き取る。

1回目 概要をつかむ：「どこで何が起こったのか」を聞き取らせる。

2回目 必要な情報をすこしでも多く聞き取る

いつ起こったのかまた被害状況の大筋を聞き取るよう指示する。

3回目 パラグラフ毎に詳しい情報を開く。

（2）生徒はワークシートにキーワードを中心に必要な情報を書き込む。

（資料5）

（3）キーワードを言わせ教師はそれを板書し，生徒の内容理解をチェックして

いく。

（カ ニユースの表現からキーワードをとらえる

まず5WIHに注目し，5WIHが具体的にどのように示されているか

を確認させる。

② ニュース読み上捌こおける音声面の特徴からキーワードをとらえる

本文に出てくる語をあらかじめ開き，本文に入る前の耳ならしをする。

この練習では聞き取れない語が何であるかを認識させる。聞き間違いや

すい数字を注意して開くようにさせる。ニュースを伝える文なので，重

要な情報を伝える部分は他に比べて強く読まれるのでその部分に集中さ

せて聞かせる。

⑨ ニュースの構成からキーワードをとらえる

ここではLesson9の地震について扱っているが，以下のニュース構成

は他の災害においてもほぼ当てはまる構成と考えられる。

＜地震のニュースの例＞

第1パラグラフ

過去の統計から今回の地震の規模の大きさを聞き取らせる。

－157－



第2パラグラフ

1被害状況のひどい場所の特定

2その被害地域の地理的特徴

3被害状況 a．死者，負傷者

b．崩壊家屋

（4）生徒とのINTERACTION例

T：Whatisthenewsabout？Ⅶhathappened？

S：Aboutearthquake．

T：Right．ThereⅥraSanearthquake．Wheredidithappen？

S：InthePhilipplneS．InManila．

T：Tbat’sriめt．InthePhilipplneS．

ThisneⅥrSisabouttheearthquakewhichoccurred

inthePhilipplneS．

T：Whendidtbeearthquakeoccur？

S：July16th

T：Howbigwasthisearthquake？

S：ItwasthemostpoⅥrerfulearthquakein14years．

（b）authentic materialを利用して生徒の興味を喚起することでリスニングの量，スピードに

慣れさせす。authentic materialの代表的な物にはニュース教材があるが，その活動方法の一例

を以下に拳をデてみたい。

＜教材内容＞TV，ラジオからの実際のニュース

＜学習目標＞災害のニュースを開き概要をとらえさせる練習をする。（資料6）

＜活動方法＞

（1）災害に関する3つのニュースを開き「何がどこで起こったか」を表に書き

取らせる。

（2）3種類の災害の写真を見せをがら生徒と次の対話を展開する。

Whatisthe昆rstnewsabout？

WhatwasthelくeyⅥrOrd？

About幻00d．

Whatisthesecondnewsabout？

AboutvoIcaniceruptlOn．
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’Ⅳhatisthethirdnewsabout？

Aboutearthquake．

Wheredidtheearthquakeoccur？

InTurkey．

（2）リスニング課題

ニュースあるいはインタビューのどちらかを聞きそのテープスクリプトをつくるとい

うのが課題内容である。生徒には機会あるごとに取り組む串うに伝え，夏休みなど休暇

あけにレポートとして提出させた。レポートの内容はニュースを扱った生徒が全体の約

7剖で，残りはインタビューを書き取っていた。ニュースを扱った生徒はほとんど国内

に目を向け，特にこの年（1996年）大きく問題になった「0157」のニュースを取り上

げている生徒が多くいた。インタビューではアトランタでオリンピックが開催されたの

で出場選手への優勝インタビューが多く取り上をデられていた。その他外国人ミュージシ

ャンへのインタビューがあをヂられる。ニュースはNHKの英語ニュース，インタビュー

はラジオ・TVと様々な番組から収録していた。生徒の中には実際に日本を訪問してい

る外国人に自らインタビューをし，それをテープ・スクリプトとして課題としている者

もいた。

2．1暮 3。2。評偶について

（1）教師による評価

主に教師が一定の基準を決め評価し，学期末に報告する成績の資料とする。

（訂期末テスト

50分のテストで20分間は聞き取りテストを行う。残り30分間は他の教員による別のリ

スニングテストと書くテストを実施する。書くテストでは本文でのkey word，key

sentecesまた話題に関する重要なポイントをどれだけ理解しているかを測るように

する。

②一定の期間でできるような課題を与え，授業で取り組んでいるリスニング活動が定着

しているかどうかチェックしまたその成果を測るようにする。

③毎回生徒のワークシートを匝川又し，生徒の聞き取りの問題点を分析して，生徒にフィ

ードバックする。

④生徒から回収する評価表を分析する。（資料7）

（2）自己評価

自己評価は教師からの基準だけで評価されるのではなく，生徒が自分自身の理解度，
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到達度がわかるような評価を目標とする。

①毎回本文に関する活動の結果を数字として評価表に書き入れる。

②毎回生徒は教師が作成したワークシートで活動を行う。その際に生徒自身でも聞き取

りの分析ができるよう，答を2～3回に分けて色別で解答をする。この方法によりど

の回で本文の内容理解がなされたか目でわかる。

（3）評価基準の安当性

教師による評価では期末テストは重要な位置を占めている。20分間の聞き取りテスト

では1学期に学習した聞き取りのコツが生かせるような問題にしてあるので，生徒の

定着度が客観的に測定できる。また毎回回収する生徒のワークシートから生徒の聞き

取りの実態がわかるので，リスニングにおける生徒の弱点を分析することができる。

尚生徒から回収する評価表によってその日の授業で行った聞き取りがどの程度理解で

きたか客観的な数字で見ることができる。

（4）生徒の作品例（資料8）

2。1。4。申。高6年間のリスニングの目標と活動（鈴木）

（1）基礎期

＜目標と活動方法＞

（a）単語レベルでの聞き取り

ピクチャーカードや実物を見せながら，音声を聞かせ発音させることで，単なる1

個の音としてではをく，意味のある昔としてとらえさせる。

特に初歩の学習者には音声の聞き取りとともに，発音ができることも重要な課題と

なるので発音練習を行い，普の違いを学習させる。

（b）文レベルでの聞き取り

文と言っても脈絡のない文を聞き取るのではなく，1文であっても，場面・文脈の

中で聞かせ身近なものとしてとらえさせる。

（c）対話形式での聞き取り

常に受け身の状態で聞き取るのではなく，対話の相手にどのように反応していくの

かということに注意を払って聞かせる。

（d）簡単な物語などの聞き取り

生徒の興味を喚起するようなまとまった内容のあるものを聞かせ，話の概要をとら

える練習をする。また同時に未知の単語や文にばかり捕らわれずに，内容を推測し

ながら読み進めていくような姿勢を身につけさせる。

－160－



（2）実践期

＜目標と活動方法＞

（a）まとまりのある内容を対話形式で聞き取る

挨拶や物を尋ねるなどの日常的な対話だけでをく，環境問題などのような身近な問

題を話題にしている対話を開き，両者の意見の相違を客観的に聞き取れるように指

導する。

（b）物語などを聞き取る

話の概要は勿論のこと登場人物，背景描写，話の展開などを詳しく聞き取れるよう

指導する。

（c）やさしいニュース・インタビューを開きとる

身近な人へのインタビューやニュ｝スの概略を聞き取れるようにする。

5Wl技を中心に，必要に応じてメモを取りをがら，文の中で強調して読まれる重

要な情報を拾いあをヂるような聞き方を身につけさせる。

（3）発展期

＜目標と活動方法＞

（a）authenticmaterialを利用してニュース。インタビュー等を開く

「本物」のニュースやインタビューを聞くことで，できればnaturalspeedに慣れ

させる。

話すスピードが速ければ必然的に言葉の畳も多くなるが，その中で一番重要な情報

あるいはキーワードほ何かを聞き取らせる練習をさせる。

（b）講演，映画などを映像を通して開く

講演には長時間のかなりまとまった内容のものが多いが，比較的短時間のものを教

材として，要点だけをまずとらえさせ，同時に開きながらメモを取る練習を行わせ

る。講演者の声の調子，たとえば，強くゆっくり言っている部分をとらえることに

よって何が言いたいことかが聞き取れるように指導する。

映画を見て内容理解度チェックの練習問題やるというのも語学の学習の一環として

よいかもしれないが，細かいところにとらわれずに楽しみながら内容を把握してい

くことも重要である。

（c）聞き取った内容に対して自分の意見を述べる

リスニングでは聞くことが中心の活動になりがちであるが，開いたことに対して自

分の感想・意見また反論を述べるということはコミュニケションを行う際に重要な

ことである。生徒にこのようなことを意識させるために，ディスカッション，ディ

ベートなどのように，複数の人々が話しているのを聞かせ，各人は問題に対してど
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のような立場をとり，どんな意見を言っているのか，全体の流れをつかむような訓

練をすることが基本となる。

（資料5）

LESSON 9 瓦 弧 忠 馳 璧慧 著す 電き関 空夢

（Listening Upl）

1 馳erl

2 馳ere

3 馳aも（occ㍑㌘アedinもhe盈㌘e昆）

壕 Desc㌘ibeindeもaま1もhedisasもe㌘ぬicbocc㍑rアedinBag㍊ま0

馳a七もぎpeOぎciもyis馳糾ioandぬereisiも10Cated？

5 馳aもdidもheoぎぎまcials昆epoァも？

6 Otbe㌘‡nぎormaもio訳

（馳endidもbeざbaveもhei㌢1盈Sもpowerぎ山earもhquake？）
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（資料6）

W‡STHENEl財SÅBOUT？

囁私感is払en¢WSめouも？ 闇他e陀didit払野pen？

istNeⅦS

2ndNevs

3rdNews
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（資料8）
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2．2．スピーキング（八苦）

2．2。1．スピーキングの指導について

スピーキングは4技能の中で重要性が強調されながら，最も実践の取り組みが遅れている領域

であった。ところが指導要領において旧版から現行版に移行した際にスピーキングの扱いに大き

な変化がみられた。例えば旧版の中学校指導要領における英語の各学年の目標は，読む・書くは

別項目なのに開く・話すはまとめて1項目扱いなのであった。ところが，現行版では，4技能そ

れぞれが別項目で扱われている。つまりスピーキングも1つの独立した目標を与えられているの

である。また，高等学校でもオーラル・コミュニケーションAのようにスピーキング活動が中心

となるようなものが1つの科目として登場した。それをバックアップするかのように，80年代の

後半からALT制度の導入が始まり，また日常生活で外国人を見かけることが決して珍しいこと

ではなくなった。外堀は埋められたのである。

もちろん，外国人が増えたと言っても日常飛躍的に英語を話す必要性が増すわけではないし，

現実的に学校の英語教育だけで英語をよどみなく話せるようにさせるというのは至殊の業であろ

う。しかし中学の入門期に音声を中心にした英語の導入を徹底させ，それ以降も程度の差はあれ

継続して音声面での指導を続けることで，英語をただ訳すだけのもの，という認識を改めること

ができ，またそのような指導を継続していけば英語を発することもあまり抵抗なくできるように

なるはずである。

本稿では，入門期のスピーキング指導を中心に実践を述べ，その評価を検討し，最後に中高6

年間を見通したスピーキングのカリキュラムを提案するつもりである。

2，2．2．1996年度のスピーキングの活動と評傭

2．2。2．1．スピーキングの活動

（A）日常における指導

中学1年生は，聴力や舌の柔軟性から英語の発音を習得させるのに最も適した時期といえる。

そこで音声中心に授業を進める方針を立て，補助教材としてNHK『基礎英語1』（95年皮版）を

用いることにした。理由はこのテキストが基本的に絵と音声だけで構成されており，そのカリキ

ュラムも，ある文法項目から次の文法項目の導入に進む順がよく考慮されており，妥当であると

思ったからである。

（1）1学期の指導

ほぼ1学期いっぱい，文字に締らず絵や実物を通して英語の発音と基本的構造を導入した。具

体的には『基礎英語1』のテキストにある絵を拡大コピーして，黒板に提示しながら教室の中で
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ラジオで放送された内容を再現してみるのである。Ii．E．Palmerがかつて提唱した理論に基づき，

1）perception2）recognition3）imitation，4）reproductionの4段階を踏むように心がけた。

つまりまず絵を見せてよく音声を聞かせる。絵との関連を認識したならばそこで初めて，口でま

ねる段階である。もちろん，新項目は全員でコーラス，1列個人に当て確認，再度コーラス，だ

め押しで個人にもう1人当てるというようにして相当に時間をかけた。中学1年生でありがたい

のは，この一見単純とも思える繰り返し作業にしっかりついてくるということである。彼らを見

ると幼児が母語を学ぶときの繰り返し能力がまだ残っているのだということを実感した。

音声のみというと，復習などはどうするのだという疑問がわくと思う。もちろん個々の文字と

してはアルファベットは導入するのであるが，単語としては文字で導入しないので生徒は当然不

安に思う。その不安を解消し，記憶に定着させるためにテキストの絵があるのだし，また毎週

「今週のまとめ」と称してその週に学んだことをカタカナなど用いながらまとめて配布した。ま

た月末にその月に学んだ部分をテープに編集しLL教室にて全員に録音させ，音声としても復習

できることを保証した。これは使用したテキストの番組を既に放送していないのだから，多少手

間はかかったが徹底するようにした。

（2）夏休み中の復習

音声のみなので，長い夏休みにどう復習させたらよいか苦労した。書く訓練をしていれば単語

を書く練習とか，学んだ文を繰り返し書くとかできるわけだが，音声ではそれができない。結局

『基礎英語1』7・8月号の復習シリーズ部分を全てコピーし，音声テープをつけて復習させた。

LL教室でクラスまとめてテープが一斉録音できたのでこの復習も可能になったが，そうでない

場合には夏休み前に単語レベルで文字を書くということをさせておかないと厳しいかもしれない。

言い換えると，基本的に音声導入するのであっても，ある時期から文字も導入せざるを得なくな

る。その目安をどのあたりに置くか，ということである。

（3）2学期以降の授業の進め方

基本的に1学期と同じく絵などによるoralinteractionを通して文法事項の導入をし，絵をヒ

ントにしてoralreproductionを行うというパターンであった。この頃になると，単語も増え，

導入する項目も複雑になるので音声導入に平行して文としてどう書くかを指導していく。綴りと

発音の関係（フォニツクス）も少しづつ指導し始める。また，これは1学期からの継続であるが，

『基礎英語1』に「リズムで英語」というコーナーがあり，これを利用することで単語や文レベ

ルでの音の強弱，イントネーションなどのトレーニングを毎時間はじめに実施した。このように

日頃，絵と音声による内容の再構築ということを中心にして各学期末にそれを発表するという形

式をとった。次にそれについて述べたい。
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（B）スピーキング課題（パフォーマンステスト）．

各学期学んだ内容によって発表形式も多少異なっていたので，それぞれの学期について学習項

目を述べながらまとめてみたい。

（1）1学期

導入項目は＜人称代名詞，指示代名詞，所有代名詞，be動詞の現在形，不定冠詞，定冠詞，

hasの基本的用法，基本的前置詞＞で，文型でいえばほぼSVC（少しだけSVO）ばかりである。

『基礎英語1jで扱った絵の説明で比較的いろいろなものを含んで捻合的な復習になるような課

を3つ選びそのうち1つをクラスの前で口頭発表することを課題とした。例えば定冠詞と人称代

名詞を導入した課は次のようである：

“（アメリカのお札を見せて）ThisisanAmericanbill，（表の人物を指し）Thisisaman．

（嚢の建物を指し）Thisisabuilding．（もう1度表にかえって）Vhoisthe man？HeisMr

Lincoln． （もう1度姦にして）AndthebuildingistheLincolnMemorial．”

この課などは，ここまでの学習事項の絵まとめ的の意味を持ち，かつ新しい項目を導入している。

そこでこの「お札を説明」と「時計の説明（短針，長針など説明しそのときの時間を述べる）」

「チョウチョの説明（おもちゃのチョウチョを飛ばして，適当なところで数カ所止まらせ，いる

場所を説明する）」の3つを課題とした。まだ文の構成力はないので，学んだ通りの内容をクラ

スの前で堂々と行うということに重点を置いた。評価ポイントは：

1）発音・リズム・音量の適切さ

2）視線・指示の確実さ

3）練習の十分さ（説明の段取りがスムーズだったか）

1人1分かからないので1時間の授業内で終えることができた。最初同じような内容を41回も聞

くのは飽きてしまうのではと思ったが，中学1年のこの段階ではクラスの他の生徒が英語で説明

するという事実だけで十分excitingのようであった。

（2）2学期

2学期の文法項目は＜現在進行形，過去進行形，過去形＞というのが主なもので，パフォーマ

ンステストは過去形を中心に行うことにした。『基礎英語1』の過去形導入は「過去の偉人があ

ることをした」ということを説明するもので，例えばNatsume Sosekiwrote Botchanin1906．

というような文を質問形やWh－形などに展開していく形式で，動詞として他にcompose，paint，

discover，buildなどを用いた。授業では漱石の写真を貼ったり彼の作品を提示したりしながらオ

ーラル中心に進めた。そこで発表では，自分である人物の写真や本を用意し，それをクイズのよ

うにクラスに問いかけながら説明してゆく，という形式をとった。最後に一言自分のコメントな

りプラスアルファの内容を加える，という課題である。評価ポイントは1学期と基本的に変わら

ないが，内容は自分で考えるため，上の3）練習の十分さに「内容の工夫」を加えた。1学期の
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授業を忠実に再現すればよいというのと異をり，今回は一定の形式の中で自分の個性が出せるの

で多種多様を発表が期待され，実際その通りになった。1例を挙をヂると：

（本を見せて）Whatisthisbook？（何人か「モモ」の声）Yes，it，sMomo．Whowroteit？

MichaelEnde did．（エンデの写真を貼る）When did he writeit？He wroteit between1971

and1973．（異教に数字を板書）Ⅰ，mhisfanandthisbookisveryinteresting．Pleasereadtbis

b00k．Thankyou．1学期に比べて，お互い知らをいことを伝えるという点で真のコミュニケー

ションに一歩近づいた感じであった。

（3）3学期一対話形式を用いて

3学期の新出文法項目は＜will，Can，一般動詞の現在形＞が主なものである。一般動詞の現

在形より，過去形の導入が先だったことが奇異に感じられるかもしれないが，一般動詞の現在形

は習慣や一般真理をど具体的に表すことが難しく今回のカリキュラムでは後回しになった次第で

ある。今回は，2人の対話による発表を課題にした。これは『基礎英語1』の後半の課では「開

いてみよう」というコーナーが頻繁に出て，トンボの複眼の説明とか，将棋の駒の説明とか，上

記の文法事項を含んだ対話を授業で扱ったからである。対話といっても，お互いが質問したり答

えたりしをがら最終的にあるものの説明をするのだから2入によるShow and Tellに近いもの

である。「問いてみよう」の対話そのままでも，少し応用を入れるのでも可とした。評価のポイ

ントは2学期と同じである。対話であるため，1ペアの発表はやや長くなるが，発表の数は2分

の1だからかかる時間はむしろ少ないくらいであった。例を挙8デると：

A：Thisisacloci乞．1Ⅳhattimeisitnow？

B：It’stⅥrOtWenty一名vep．肌

A：’Ⅳhatis“p．m．”inJapanese？

B：‡t’sgogn

A：’Whatdoesthatmean？

B：Gomeans“noon”andgomeans“after．”

A：Wonderful！“P”inthep．m．is“post”and“m”is“meridium．”

“Post meridium”also means“a氏ernoon”；＝post＝means“after”and“meridium”means

“noon．”

B：Ⅶonderful！

A：HoⅥrabout“a．m．”inJapanese？

B：Goze月．

A：Does“go”means“noon”and“geガ”means“be女）re”？
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B：Yes．Bytheway，Whatdoes“a．m．”mean？

A：“a．m．”is“antemeridium”anditalsomeans“beforenoon．”

B：Great！

この例は，日本語の午後と英語のp．m．を比べて一つの会話にしたもので，実際に起こる会話と

言うより，言葉の比較をテーマにまとめたものである。目的は聞き手に英語と日本語の表現が意

外と同じ発想だったということを伝えることで，その点ではうまくいっている例といえる。

以上，3学期を通じて，それぞれのパフォーマンステストを見てきた。1学期から実施してき

たためか，毎回行うのが当たり前にをって，生徒も結構楽しみながら行うことができたように思

う。あらためて入門期に口頭発表を行うことの大切さを痛感した。さて，これらの評価はどうし

たのだろうか。次はそれを述べる。

2。2．2．2．評備について

（1）評価基準を明らかに

前節で簡単に述べたが，パフォーマンスの要点を事前に示し，評価の基準を明らかにしておく

ことは非常に大切なことである（資料9）。これによって，生徒はどんな点に注意して行えばい

いか，一つの指針を与えられることにをる。評価する教師の側も，評価の柱を決めておけば単な

る印象点で基準がぶれることも少なくなる。事前に示したポイントをそれぞれ3段階で評価し

A且C，をつける。そして一言コメントを加える（資料10）。単に評価だけでなく，次につなげる

ためのアドバイスとか励ましを添えるようにしている。

全体の評価中でのパフォーマンステストがしめる比率であるが，1学期は単語や文レベルで番

いたものを提示していなかったため，テープによる音声テスト（主に聞き取り）とパフォーマン

ステストだけが評価の対象であった。従ってパフォーマンステストが5割を占めた。2学期以降

は，Writtentestもあり外国人講師のinterviewも行った。LIノでの授業ほ別の担当者が評価した

ので，パフォーマンステストの評価は相対的には低くなったがそれでも2～3割を占めた。

（2）生徒の相互評価について

基本的に教師が評価をしているのだが，2学期はちょっと違う方式も試してみた。すなわち，

生徒全員に評価表を配布し，上述の3点を柱にして自分の発表以外全て評価させたのである。む

ろん，あくまで参考にするだけだと断ったが，生徒のプレッシャーは相当のものであった。クラ

スの雰囲気が硬くなって，発表自体に影響を及ぼしかねない状態であった。そこで。2クラス目

からは相互評価はやめ，単に感想や印象に残ったものを書いてもらうにとどめた。最初のクラス

の生徒の評価を見ると，他の生徒の発表に対してかなり妥当な評価を下しているものが多かった。

しかし，私の相互評価のやり方は非常にまずかったと反省している。道営の仕方を検討する余地
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がありそうである。

（3）ビデオに録画することについて

基本的には発表の際に同時に評価してしまうのがいいと思われるが，コメントまではなかなか

書けないし，また聞き逃したり，パフォーマンス中で出てきた難しい言葉をちょっと解説したり

なかなか落ち着いて評価できない。そこで私は必ずテープに録画し，再度見ながらコメントなど

を書く。その場と後からの印象とずれることもあるので，このようなやり方には批判もあるかと

思うが，時間内に評価ができる場合でも，テープに保存することで，後で生徒に見せたり，後に

教える場合に例として紹介したりできるので，録画はしておくべきだと思う。

（4）外国人講師の評価参加について

2学期にはパフォーマンステスト以外にもALTに協力してもらい別のテストも行った。ALT

が任意に選んだ絵を生徒が英語で説明をする，というものでもちろんどの絵も授業で扱ったもの

であった。しかし，指示がまずかったのかALTは生徒に任意に絵を選ばせ，それを説明させて

いたのである絵に偏ってしまった。これは指示の不徹底が原因であった。文法的な誤りに注意が

行きがちな日本人教師に比べると，意味が通じたかどうかで判断できるALTの存在意義は高い

と思う。大事なことは事前によく話し合って意図をよく理廃してもらうことであろう。

2．2ユ 3す 申。高6年間のスピーキングの日額と活動

入門期の実践を見てきたが，私自身6カ年を通じて担当した経験がない中で，暫定的な案を提

案してみることにする。カリキュラムはある程度ゆるみのあることが必要であろうから，一つの

方向性を見るにとどめる。基礎期で英語の基本的な音声に慣れ，絵やものを説明するshow and

tellを行い次第に言葉だけで表現するスピーチに進み，さらには相手の言うことを聞きながら意

見を返すというdiscussionやdebateの方向へ進むであろう。具体的には：

（1）基礎期

（a）個々の発音，達者，リズム，イントネーション（基本）

（b）綴りと発音の関係（フォニツクス）

（c）絵やものをヒントにした
oralreproduction（showandtell，StOrytelling）

（d）身近なことがらを英語で説明（自己紹介など）

（2）実践期

（a）リズム，イントネーションの効果的な使い方（応用）

（b）様々な形式による口頭発表（recitation，SpeeCh，Skit）
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（c）より内容のある事柄を英語で伝える（体験談，興味のあるものの説明など）

（3）発展期

（a）より高度の内容を英語で伝える

（b）自分の考えが相手に正確に伝えられる

（c）意見交換ができる（discussion，debate）

（資料9）

く発褒について〉

次の3点が大切

1）発音。声の大きさが適切か

2）視線の舷窓。むのの指し方が適切か

3）内容の工夫と練習盈が十分か

基本ほ授薬で学んだバターンで、自分の選んだ人物がしっかり言えるかです。

（人物から）馳oisセムis？王も’s‥‥ 馳a七d主dbe／she．‥．？技e／She

馳en did払e／sbe．‥‥？He／she‥‥．in‥‥．

（むのから）馳a七isもb主s？王も’s‥‥馳0‥‥‥．？

馳餌舶d he／she‥‥．？Ⅵe／ぬe‥．‥in．‥‥

これに、一言自分のコメントなり、つけ扱える。

評儀カード

（資料10）

did．

clas＄亀㌶0済 N払m¢魔

l兜酌・リズム・潜盈
払J鼓

c． くコメント〉

題字度〃／タ；〃胡坐ガんタβイ
ほヱヌが遜，た巾ですが：●

謂‥㌔去㌔㌔慧三－－；欝・言…ヱ。
ふ立見しぎlタラ¢47や7、：ち官3つ
で終わりた呼が維ま－／

之尉繚・指示の確実容 ㊤b．c・

各線習の充舶 蛋）・C・

鎗金的に 〃∫

雷撃鱒カード

Class膠No亀 N亀me済
l兜薗・リズム・薗盈

乱Lり
C・ くコメント〉

スターk絶たエ埠∫ヲい，・

（珍‾L，ダンクシ々タエタン・〆も”暮レ
ガゞ一佗と・た－，k：フげ．ゆくツ．

ノいソヰツ㌻た音が●よ（つ。
古今5貰綿，濾く書クー重野L晩（り書う

事慧£、言∵し㌶・。岬ムが一

2視線・指示の亀賓客 句b・亡・

急繚闇の充分普 ◎b・C・

組合釣に 4∫
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2負 3．リーディング（久保野。谷口）

2功 3．1，リーディングの指導について（久保野）

2。3．1血1。コミュニケーション活動とば

Richardsetal．（198S）は「コミュニケーション」を，

とりすること。コミュニケーションの行為では，通常，

「二人以上の間で考えや情報などをやり

少なくとも一人の話し手または送信者

（sender）と伝達されるメッセージ（MESSAGE）とそのメッセージが向けられる相手（受信者

receiver）が関与する。」と定義している。

この定義に従えば，「リーディング」もコミュニケーション活動と考えることができる。送信

者は「書き手」であり，受信者は「読み手」となる。ただし，リーディングはコミュニケーショ

ン活動としては，特殊なものと考えられよう。伝達されるメッセージの送信者は常に書き手であ

り，読者は常に受信者である。この立場が逆転することはない。これは，一般的なコミュニケー

ション活動としては，異例なことであろう。

2。3。1。2，リーディング（読み）とは

再びRichards et al．（198S）を引用する。「リーディング」は「（1）内容を把握するために書

記テクスト（written text）を理解すること。これは黙って行うこともできる（黙読silent

reading）。その結果としての理解は読解と呼ばれる。（2）書記テクストを声を出して言うこと

（音読oralreading）。」の2種類に分類されている。

また，読み手の読む目的と採用される読みの型によって，異なった種類の読解がしばしば区別

されている。そーれは，「（a）文字どおりの理解（1iteralcomprehension）：パッセージの中には

っきりと盛り込まれた情報を理解したり，覚えたり，思い起こしたりするための読み。（b）推

論的理解（inferentialcomprehension）：読み手の経験と直感を用いて，パッセージの中にはっ

きりとは述べられていない情報を，推論すること（inferencing）によって，見いだすための読み。

（c）批判的（critical）または評価的理解（evaluative
comprehension）：パッセージの情報を読

み手自身の知識や価値と比較するための読み。（d）鑑賞的理解（appreciative

COmPrehension）：パッセージから感情的な反応またはその他の価値反応を得るための読み。」

の4種類である。

2仕 3．1．3．学習指噂要領におけるリーディング活動

中学校・高等学校の学習指導要領の「言語活動」の記述から，リーディングに関する部分を抜

粋すると，以下のようになる。下線は引用者による。「黙読する」「読み取る」には＿を，「音

読する」には＿を付けて区別した
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中学1年

・語句や文をはっきりと正しく豊蓋宜旦こと。

・質問，依頼などの文を読んで適切に応ずること。

・数個の文の内容が表現されるように豊議土星こと。

中学2年

・文や文章の内容を考えながら黙読すること。

・文や文章の内容を理解して，その内容が表現されるようを‡豊盟主ゑこと。

中学3年

・まとまりのある文章の概要や要点を蓋ゑ払こと。

英語Ⅰ／Ⅱ

・文や文章の内容を考えながら，＿整鮎，豊孟宜息こと。

・まとまりのある文章の概要や要点を泌こと。

・まとまりのある文章をできるだけ多く，速く．読基盤る＿こと。

・文や文章の内容が表現されるように意義宜急こと。

リーディング

・まとまりのある文章の概要や要点を読み取ること。

・目的に応じて文章の内容を整理して読み取ること。

・内容を読み取って，それについて自分の考えなどを話したり，書いたりすること。

・文章の内容に応じて適切に豊盈生息こと。

学習指導要領でもRichards et al（1988）と同様に，リーディング活動の構成要素として「黙

読」「音読」を2本の柱としていることが判る。「黙読」に関してはskimming，SCanning等の読

みの技術を指導する必要があるとされている。また，「音読」は「リーディング」活動の一部と

位置付けられてはいるが，理解した内容を「音声を用いて聞き手に伝達する」活動であり，スピ

ーキング活動の一部と重ね合わせて考える必要もあろう。

2。3．2。1994－96年度のリーディングの活動と評傭（久傑野）

前述の「リーディング」活動の位置づけに従って，「読解・黙読」と「音読」に分けて実践を

報告する。

2．3。2．1。読解。黙読指導の実践例

現行カリキュラムの1期生にあたる本校45期生との3年間（1994～6年度）の実践を紹介する。

「コミュニケーション活動としてのリーディング」を具体化するために母語における我々の日
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常の「リーディング活動」を考えてみたい。我々がものを読む場合には，大抵読む「目的」が存

在する。それは，情報を検索する場合のように何かを達成するための「手段」としてものを読む

場合や，文学作品の鑑賞のように「読むこと自体が目的」となっている場合もある。

筆者の授業では前者に焦点を絞り，題材に応じて「読む目的」を設定して読解活動を行うこと

を心掛けた。また，リーディング活動を従来の英文和訳と区別するために，原則として文単位の

翻訳右ま行わなかった。翻訳作業はややもすると，暗号解析のような構文分析や日本語の表現力訓

練に近いものになってしまう恐れが強いからである。しかし，これは日本語の使用を禁止し全て

英語で授業を進めた，ということでは必ずしもない。行間を読み取る必要がある場合や，段落ご

との要旨を確認する場合などは日本語を効果的に使用するよう心掛けた。

従って，定期試験でも原則として翻訳問題は出題していない。仮に内容を読み取れたとしても

翻訳は難しいし，和訳自体が自己目的化する恐れがあるためである。文レベルの翻訳がゴールで

はないことを徹底するため，「授業で和訳を行わないのだから定期試験でも和訳問題は出題しな

い」と生徒たちに宣言し，3年間その方針を貰いた。

話を元に戻し，先ほど述べた「読む目的」を設定したリーディング活動の例を示す。高等学校

の教科書は題材が多岐にわたる。そのため本文の読解作業の前に題材の背景知識が必要とされる

場合が多い。教師が口頭導入（oralintroduction）で背景知識を与えるという方法を採っていた

時期もあった。しかし，最近は易しく書かれた百科事典等を引用したプリントを作成し，授業で

黙読させることが多くなった。生徒（読者）の持っている常識的な知識と題材読解のために必要

な知識の間のギャップを埋めることを目的に，読みとりのポイント与え比較的短時間で黙読させ

るためである。

素材として頻繁に参考にしたのは，0ⅩゐrdCわ〟血e刀，sぬcycわpedねである。これは中学3

年生ぐらいから使用することが可能である。また，高校2・3年生に対してはCD－ROM版で購

入したlγoブイdβ00女を愛用した。これは，他のマルチメディア百科事典と比較して画面表示の見

やすさや記述内容等で群を抜いている。

本文の内容理解では，教科書を開く前に本文の各段落の冒頭の文を抜き出したプリントを作成

し，段落相互の関係や内容展開を予測させた。この活動の目的は本文全体の見取り図を描くこと

である。ちょうど初めて訪れた町で小高い丘に登って町全体の様子や建物の位置関係等を頭に入

れてから歩くと分かりやすいのに似ている。本文のテクスト全体を与えて「段落の最初の文だけ

を拾って読む，他は見るな。」と指示しても，つい1行目から順に読んでいきがちである。それ

を避け，短時間で本文の概要（outline）を把握させるには，この活動は有効であろう。

2－ 3．2．2†音読指導の実践例

表現としての音読を目指し，日常の授業でも，毎時間の授業の冒頭の復習部分で生徒数名を指

名して教壇に立たせ，前時に読み取った箇所の音読（oralinterpretation）を実施した。他の生
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徒は教科書を「閉じて」開き，各音読終了後に良かった点，気になった点を指摘させた。内容が

理解できていてもそれを音声に反映させることが出来か、生徒も多い。しかし，このような活動

を通して音読の伝達力は向上するものと考えた。

また，音読力を測るために，原則として1学期に1回は面接による音読テストを実施した。こ

のことは，授業で音読を重視する理由を説明すると同時に予告して，徹底を図った。

2．3．2．3．リーディングの評価

前述したように，リーディングの評価例は「読解」と「音読」の2つの尺度に従って行うこと

となる。「読解力」の評価にあたっては授業方針を反映し，「英文和訳」をさせずに行おうことと

した。その実践例を報告する。

（A）読解力評価の実践例

（1）問題のレパートリー

和訳以外の作間のレパートリーについて，Hughes（1989）は①Multiple
choice，②unique

answer（単語や数字で答えさせる），③shortanswer，④Guidedshortanswer，⑤Summary

cloze（要約文の空所に連語を補わせる），⑥Informationtransfer（表に情報を書き込む・地図を

たどる），⑦Identifyingorderofevents，tOpics，OrargumentS（出来事の順序や論理的な展開を

問う），⑧Identifyingreferents（指示物を問う），⑨Guessingthemeaningofunfamiliarwords

缶omcontextを紹介している。

和訳を使わない問題の具体例を次に示す。

次の文章を読んで，（1～5）に最も適切な単語を選びなさい。

Ihavespentagooddealoftimeintalkingaboutthe（1）totheenvironmentlong

be払re they became a払shionable subject－払r more than thirty yearsin the course of my

parトtimecareerasalecturer，gOlngarOundtheworldtoglVeSpeeChestogroupsofallkinds．

Generallyspeaking，theaudiencesI’veaddressedhavebeen madeupofcarlng，1ntelligent

people．Andyet，ineverytalk，SOmeWherealongthecourseoftherecitalofapproaching（2）

Ⅰ’vebecomeawareofasortofstillnessthatcomesovertheaudience．Thepeoplelisteningare

alwayspolite．They’reevenattentive．Allthesame，IcanseethattheyarealsobeginnlngtO

Wishstronglythatthecatalogueofbadnewswouldendprettysoon．

Isympathizewithallthosepeople．‡wishitcot－1dend，tOO．

Thetroubleisthatthingshaven’tgotbetteroverthatthirdofacentury．True，there

have been a handfulofreal（3）．A fewlalくeS are Cleaner than they were．Evenin

dowrltOWn Pittsburgh you can sometimes see a star or twoin the night time sky．In New

York，sEastRiveranastonishedanglercaughtanactuallivefishnotlongago．
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Buta出ofthesevictoriesarenotenough．Foreveryg滋n，therehavebeenadozen（4）；

aswewillsee，OurⅥrOrldisdirtierandmorethreatenednowthanithaseverbeeninthepast，and

itissuretogoonbecomlngmOreandmoresoifweletiL

Isympathizein another way，tOO．Like汀iOStOfmyliste‡1erS，‡sometimes云ndit hard to

believeinmyheartthatalltheselarge－SCaleenvironmentalproblemshavemuchtodowithme．

They don’t，afterall，100k veryreal－yet．Iknowjustaswellasmylisteners dothat，

WhenIwakeuptomorrowmor王11ngandlookoutmywindow，thir唱SWOn’tlooksobad．The

sunwillstillbeshining．Thetreesinmygardenwillstillbegreen．Thereisn，tany（5），

though，thatsometerriblethingsareintheprocessofhappenlngtOOurWOrld．Buttheworst

Ofthemhaverl’thappelledyet．

1．changes 2．dangers 3．disasters 4．doubt

5．effects 6．10SSeS 7．reasons 8．victories

また，特定のテクストに対して雑多な設問を場当たり的に付けた「総合問題」は，問題形式と

して著しく適切性を欠くものである。漁合問題は，様々な形式で部分の理解や文法力・表現力を

問う小間を組み合わせたに過ぎず，その合計で読解力が測れるとは言いがたい。

（2）読ませるテキスト

授業で扱った既習のテキストを使うと，本来の意味で生徒の読解力を測定していをいことにな

る。北田（1990）は「授業中の教師の質問をよく聞き，その正解を暗記してさえおけばよい試験

になっているのではないか」という危険性を指摘している。従って未習のテキストを使用するこ

とが望ましい。しかし，定期試験の性格上，授業と全く関係のか、テキストを使用し続けること

は，別の問題を引き起こす。未習のテキストによる読解テストは受験者にとっては単なる実力テ

ストと同じに見えてしまう。これでは定期試験のために準備をする動機付を奮ってしまうことに

なる。勉強のための動機付は学力の測定と同等かそれ以上に定期試験の果たす重要な役割である。

そこで，若林・根岸（1993）の提案する既習の題材に「パラレルな」テキストを用意して読解

力テストを作成することになる。「パラレルな」テキストとは，語彙・話題・論理構成等におい

てほぼ同等なテキストを指す。言語材料中心の中学校の教科書においては「パラレルな」テキス

トを用意することは比較的容易である。しかし，高校の教科書では書き下ろしで作成するのは現

実には限りなく不可能に近い。そこで，他のソースから「パラレルな」教材を探し出す方が現実

的である。例えば，使用している以外の（他社の）教科書からピースを借用する方法が考えられ

る0環境問題のように教科書で好んで取りあげる題材が多くあり，「パラレルな」テキストを探

しやすい。
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（）に適切な文を（A）～（E）から選び，次の文章を完成しなさい。

In1849・theGoldRushbegan・（ ① ）Theyneededstrongpants

becausetheyputrocksintheirpockets．

In1850，（ ② ）HisnamewasLeviStrauss．Hestartedt。make

StrOngpantSなomtentcloth・Heputrivetsonthepocketsandmadethemstrong．These

pantsweretheorlglnOfjeans．

Wheredoesthename“jeans”comefrom？Onedictionarysaysitcomes打omaFrench

word．

In the以teenth century（ ③ French people called these pants

genesafterGenoa．

（ ④ ）ButboththeirnameandclothcomefromEurope．

Jeansarestrongandinexpensive．Ⅶefeelcom女）rtableinthem．（ ⑤

TodayalotofyoungpeoplewearJeanSallovertheworld．Ithinkjeansaresopopular

becausetheyarenowaslgnOfyouthandfreedom．

（A）ayoungmancametoCal血rniaたomGermany．

（B）wedon，thavetothinlくWhentowearthemorhowtowashthem

（C）peopleusuallythinkthatjeansaretypicallyAmerican．

（D）10tSOfmenrushedtoCalifor‡滋atofindgold

（E）denimpantswereverypopularamongsailors血・omGenoa．

「パラレルな」題材を旧版の教科書から取った例。

（B）音読評価の実践例

音読の力を見るために，原則として学期に一度面接テストを実施した。音読する題材をあらか

じめ与え，充分練習させた後で1人1分間の面接を実施した。

このテストを実施する前提には，日常の授業で強調している学習方法がある。それは，「ある

テクストの内容が読み取れたとする。しかし，ノートに和訳を書いてはいけない。そんな時間が

あったら理解した内容が音声で聞き手に伝えられるように，ポーズやイントネーション等に注意

して音読の練習をするべきだ。」というものである。面接テストを実施することによって，音読

の重要性に対する生徒の認識は高まる結果となる。このように学習させる仕掛けとしての試験の

役割は前述したように最大限に利用すべきである。試験の波及効果は大きいのである。なお，こ

の実践の具体的な例は久保野（1994）に詳しく述べてあるので参照して頂きたい。
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2。3。3，1996年度のリーディングの活動と評価（谷口）

2．3。3．1．リーディングにおけるコミュニケーション活動仙目的vs．手段

本稿では，リーディング活動を「目標」としてではなく，「手段」としてとらえ直すというこ

とを提案してみたい。特に「コミュニケーション活動」という大前提がある場合，リーディング

の力を身につけさせるという「目的」だけでは不十分であろう。むしろ高校1年までの基礎期・

実践期ですでに身についているリーディング能力をフルに活用して，任意のタスクに取り組ませ

ることが大切だと思う。つまりリーディングを「手段」としてとらえ，ライティングやディスカ

ッションなどのためにリーディング活動を行うという意味である。

このように教師側の視点を変えることによって，生徒たちの読み書きを中心とした英語の適用

力を，バランス良く高めようという試みを行うことで，評価のシステムも自然と変わらざるを得

ない。たとえばこれまでの英文の「内容理解」を中心としたタスクは，リーディングが目的でな

く，手段という位置づけにある場合は事情が変わってくるのである。具体的には，リーディング

の「プロセス」というよりも「読んだ後に行うタスク」の出来具合の良し悪し，もっと具体的に

言うならば生徒が行うperfomanceが評価の対象対象となりうるのである。このことは，これま

で一般的に考えられてきたリーディング能力を測定するペーパーテストから脱却する契機ともな

りうると言えよう。

リーディングを指導する際には，以下の3つの活動の重要性がよく指摘される。つまり，本文

を読む前の活動（Pre－Reading），読んでいるときの活動（Ⅶhile－Reading），読んだ後の活動

（PosトReading）である。／ト論では，発展的活動として位置づけられる「読んだ後の活動」を，

コミュニケーション活動としての視点から，その意義と評価法について論じてみることにする。

2．3．3．2。発展的課題

教科書の本文を読み終えてから生徒たちに課すタスクを，便宜上，「発展的課題」と呼ぶこと

にする。この場合の「発展」という用語は，教科書の本文の内容に関連しており，しかもその題

材内容を「発展的に」深化させるというための課題という意味合いで使われている。

1996年度に，高校2年生（46期）に課した発展的課題の中で代表的なものを以下に挙げる。ち

なみに使用した教科書はrゐeCroⅥⅥ劫〆7sム5ergesガである。

（1）＜本文＞ Lesson3 TryThis！：英語のことわざを扱った課。教科書に掲載されている

＜課題＞

＜結果＞

以外のことわざも資料として提示した。

実際にあることわざや格言を，自分なりにもじって各自3つの例を挙げる。

集まった作品はA Collection ofTsukukoma Proverbsとしてプリント，配布

した。

（2）＜本文＞ 夏季休業中の課題として，『英語で話す「日本」Q＆A』（講談社インターナシ
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ヨナル）を副教材に使用。バイリンガルブックスと言うことで，左ページに日本

文，右ページに英文が対話文形式で掲載されている。

＜課題＞ ぜんぶで7章あるので，それぞれに追加するQ＆Aを1つずつ，計7つ自作す

る。また日本の「高校生の視点」でQ＆Aを1つ作ることにしたので，結局，一

人8偶のQ＆Aを創作する。

＜結果＞ ほぼ全員の生徒が，丹念に調査して，課題を仕上げていた。一部の生徒に，他

の本からの転用が見られたことは残念だった。

（3）＜本文＞ Lesson7 FREEDOM FROM FEAR：ミャンマーの反政府運動の指導者であ

るAungSanSuuKyiに関連した課。

＜課題＞＜結果＞については次項で詳述する。

2．3。3．3．指導の実際

（1）題材

教科書で扱われている題材は，1991年にノーベル平和賞を受賞した，ミャンマーの反政府運動

の指導者であるAnn San Suu Kyiに関するものである。課全体が，①ビルマについて，②Suu

Kyiのスピーチ，③ノーベル賞委員会の声明文，の3つのパートに分かれている。

（2）指導員標

授業の指導目標は次の3つを挙をヂた。

① SuuKyiが関わるミャンマーの民主化運動についての理解を深める。

②リーディング後の発展的活動として，ライティング活動に取り組み，自分の意見や考えを

英語でまとめる。

③ メディア・ミックス型の授業に慣れる。

（3）授業配分

本文が3つのパートに分かれており，SuuKyiに関するビデオ資料が入手できたので，下記の

ように配分した。5限目で「発展的活動」を行う。

1限目：SuuKyiに関連したビデオによる動機づけ

2限目：Partl：MyCountryandPeople

3限目：Part2：OurCountry，sHealth

4限目：Part3：StatementbytheNobelCommittee

5限目：発展的活動

6限目： まとめ

（4）指導手順
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ここでは5限目の授業の指導手順を紹介する。授業の場面は，大きく5つのチャンクに分かれ

ている。

A．Warm－up

ペアになり，一方が絵や実物の内容を説明し，片方が当てるというゲスワークを行う。

B．Reading－aloud

AungSanSuuKyiのスピーチの一部を音読し，口慣らしとする。

C．Speech：What’scool？

毎軌1名の生徒がスピーチを行う。終了後，質疑応答が続く。

D．Writing

題材に関連した英文を追加して読ませ，自分の意見や考えを英語でまとめる。

E．Consolidation

題材に関連したビデオのハイライトシーンを見せ，ディクテーションを行う。

（5）発展的課題

今回の発展的課題には，リーディング（Input）とライティング（Output）の両方の作業を含

むこととした。つまり読んでから書かせるというわけである。しかも，限られた時間内に読ませ

るので，速読の力も必要となる。

まずリーディング教材として準備したのは，教科書の本文の原典でもあるF毘EEか0肘ダだ0Å才

ダEノ4月（1991，Penguin Books）のForewardを速読させた（課題1－資料9参照）。この文章は

Suu Kyiをノーベル委員会に推薦したチェコスロバキア大統領によるものである。また，クリン

トン大統領がSuuKyi宛てに出した手紙（FebruarylO，1994）も同時に紹介した（課題2一資料

10参照）。

こうした資料や手紙は，インターネットを利用して簡単に入手できる。こうした活用法につい

ての紹介は別の機会に譲るが，今後ますます注目されるべきだと強く力説しておきたい。特に一

斉授業を前提とした場合，教師が教材作成や教材研究にインターネットを積極的に使うことを勧

めたい。

さて，こうした生々しい資料に触れたあとで，次に生徒たちは自分の意見や感想を英語でまと

めるのである。いよいよライティングの活動である。今回は，生徒たちに知的な刺激を与えよう

というねらいから「E－mailを書こう」という課題を設定した。

この時，実際にE－mailをコンピュータで出さなくても，紙上で体験しようという試みである。

現実問題として，本校にはそうした設備は未だ整備されていないが，英語教育が担うのは「英語

でまとまった英文が書けるようにする」ことであって，「E－mailを送れるようにする」のは別問

題である。ここを勘違いすると，思わぬ落とし穴に陥りやすい。
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（資料11）

＜課題ユ＞

欝⑳『網r盈野感愈⑳靡欝脚洲靡凝柳腰軌亀腰《盈野昏盈，野e孤g蛸壷田霹◎◎臨澄〉

∇戯電温鮒盟魚Ve玉音野釘愈＄最盛匿嗣鑑⑳釘C冨ee馳◎＄混¢Ⅴ砲駄義題〉

鬼松組霊屋盈夙＄協組物怠翫慮＄『愈藍色毒Ⅴ璧感愈熟度困⑳鮎e各節色盈鑑e野『返色免田感触郎耶⑳野馳e匿取

壷鞄亀俊軒訊免官壷⑳疏戯且ぎ酢鑑定⑳富田改暦盛陶『飴色『盗電酢閻鰐遜色避雷盈毒駒澄亀紗『盈現況ぎ紬『紺e色感⑳悶虚臨感

虚直選孤急曙。＄翫鑑義盛題隅⑳盈鹿野⑳鵬馳ぎ『紀義節義藍孤亀⑳釘色艶亀偽野鼠㌻軌S馳愈翫鮎叩⑳駄匿飽鑑E恩遇『丑㌢

亀取越電⑳嗣澄最澄食魯毘怠混y。馬ぬ℡ぬ朗『色紬霊感鑑⑳艶色鮎釘孟鮎鑑虚違約電⑳澄鮎砲鑑俊馳y炉e㌢和良統監鵡鑑俊風量唱昏・

野馳盛野馳⑳敬温色羅『釘鮎‰＄飴色駄盈富毯最Ⅴ奄鳩毒琉飯馳電翫。馳色盲澄汲随◎囁臨臨琉虚壷訊富色凰亀隅炉8監¢釘忠弘母

野ゆ闇監酢⑳欝醜e野⑳轡虚鵬盟凱馳闇盈題隅ぎ感e忠節飴⑳隅剛毛町政⑳疏⑳隅玉田腐食俊臨匿『紬『色艶e阿¢払e菅

野組鑑e野釘最盈監，歳偶感澄虐⑳最統監虚急追盈肋⑳罫e野馳⑳品田炉温盈駈感触歴『冨e丑e乞食孟⑳臥

勢 威色感孟電遜色急流匿飴色釘 盈義絶忠⑳ 亀飴色銅gぬ電ぬ『飯田椚凝訊 ㌻竜笛鮎細盈取感 虚e隅¢e『凝gy 最嗣

遜鳩『m亀，鬼切取g S盈悶＄随関野孟壷雷流⑳愈◎随意ぎ＄節度遜駄孟約匿⑳組亀紬『虐岨朗毒鑑俊長旅ぬe『◎Ⅶ田

監⑳切琉鞄，臨場檻細腰⑳飴『盈玉食愈馳◎雷母野馳⑳腎虚飽食鑑⑳馳e紺e色愈⑳監ぬ⑳◎遜色蝕e義『◎W陀盛鮎8長流y・

A＄盈◎喝魚層地色雷愈和露富温度紬訂紺色虚⑳悶絶聡虚＄魯⑳馳監紬喝翫檻蝕野⑳田富蝕¢朋亀鑑払ew⑳㌻略

Ⅴ◎主監朗＄協e臨監督鬼毯駒富S亀取S馳敬鞄毒℡魯闇毒篭亀＄協約m昏琉◎飴色㌻さ亀⑳飴色監免協遜色・W艶色飴色町
政翫e広野陶釘紺色色感¢獅監あ悶済紺⑳隅ee細魚柑関野⑳厨e争園地題雷毒盈9A紆壷c為，⑳『Å＄義弟，義政鮎漁＄為

監⑳獅悶⑳臥澄◎協約虚：盈8竜野◎⑳静電e悶岨愚直艶色食『綿密色感wか醜虚羞g琉姦智；盈温唱酔e◎細田愈色感亀⑳馳叩皮・

鬼切取露＄虚偽S切払鞄怠腿取扱◎亀飴色＄毒遜色闘藍色感触e監免閻澄e渥飴色澄酔思慮鮎鑑ぬe食酢毯抽象悶感

触色監盈馳雷色艶忽『闇⑳酢幽霊『歴飼俊藍色馳盈眉壷監遜Ⅶ『隅鮎匿鞄流感Ⅶ飛違Ⅴ虚『題應8鑑別陀e野馳．Å澄欝臨e飴色釘＄e甘釘

闇㌻量忠朗，●富電細島静態冨冨電虚偽監飽食愈⑳色艶e欝協酢隅田e翫⑳W鑑⑳孤藍色炉細野馳義広馳㌻e已喝耶義之e色艶e

怠取払e訂鑑馳食感急啓抗瓦物象流感亀ぬe恐喝閻朗遜陥虚孟孤魚篭意思約盈b遜色『壷鑑艶色澄⑳釘鮎関田歳約be主流冨S，野馳i広軌

亀鑑鑑e野亀色艶免官盈亀亀隅密飛 魚『藍 色流感◎W色感 w急患馳 町璧盈ぶ⑳田 免田虚監⑳n雷監遍歴約ee盈取成 野毛甘毒監翫

㌻耽⑳隅m庶流虚盈＄節義『孟鑑⑳釘馳『⑳忠弘監『馳⑳鴫監畠臨飴色最訊義闘志監鬼瓦忠⑳急流虚孟露e罰⑳蛸雷Ⅴ盈急姐朗・■
甘鮎e

尉砂払e遜野盈亀鑑壁際㌻義認思盈W盈『感度虚食¢醜孟題払㌻鼠V藍闇⑳洞急流悶盈艶色雷鑑宝鑑鼠㌻忠弘盈食客払e＄伊e盈鮎ぬ㌻

急呈遜⑳軒馳＄轡ぬ◎昏e盈訂監ぬ紬『j嘘雷電毒監監。

監NOT監S讃

呼悶血呼：農政di富由呼：威厳 con＄ぬ玉出y：首尾一貫して e感王e：国外過去 聯払ほ改称賛する

紬mmO昆：奮い起こす p舶冨ぬme眈困惑i‡舶陀統監衆の i乃ぬ腿bユe：絶対に謂れない

ぬe亀ぬw東w姐～：～沓与えられる 血冶ic亀壬：不利益のin8igen恥＄：払渡の
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（資料12）

＜課題2＞

欝密飴酢舶曙 息¢，遜夢夕鳩

め亀汲酢》盈腎鬼協調gS急流＄悶組物孟ず

乱監亀隅亀息罰収監登臨e⑳野野⑬鵬毯弧義時を⑳監蕊炉『即題盈盗品違約my感電監野監◎絶電色㌢孤為払◎地象y¢関r

轡戚紬『e凰取組電⑳亀野伊丑盈岨感y⑳覗『㌢監隅盈㌢塾覗馳亀鑑監⑳唱㌢鼠雷電i取野姐『澄姐8約露ぬ弧悶急流㌻妙ぬ免田d
戚匿m砂監㌻盈∈y紬㌢亀ぬ母野螢⑳節電e⑳官選姐訂獅凱瀞監昏細密y⑳覗酢紬払針鼠陀盛¢取か弘免l雷y色盛r各0釘

舶藍色孤食孟砂汎，y⑳覗㌢感度亀愈『隅星田免官孟◎鞄見取虚監⑳鶴野亀鑑蟹監¢狐色孟田関配亀◎量的＄節義釘螢鰍孟e酌ds¢釘紺藍色盛om

汲r◎明弘娼飽食W⑳鵬。鼠亀鑑璧馳竜野闘⑳亀姐蜜豆⑳鞄雷魚盛⑳酔藍色娼義弘醜e即取細色感阿盈直義砂約＄Geぬe針鼠丑

Å澄魯藍m鮎笥y盈氾盛ぬ色耶流星亀鑑虚田園忠義⑳訊夢窓Ⅶ孤及流風量甚払随C◎隅m鮎孟砂陀隅急艶色鑑急拍『鈍色

怠ぬ怠電酢謁見舶⑳現戯亀鑑◎隅隅独訳立野争惑⑳弧亀酢汲監e◎Ve釘y◎姐『鑑¢陀砿訊協螢d遜色怠蟹田蜜豆⑳初舶We！篭鼠＄亀ぬ鼠亀

⑳釘盈艶丑⑳醜蟹釘野㌻瓦澄⑳駒璧釘盟⑳雷監⑳流澄監孟象限鑑℡邑訊盈阻悶絶乱

文急患澄⑳W盈飽食・亀⑳盈題＄岨㌢昏y◎闇⑳野禽艶色耶的義絶虚＄忠飽食朗ずg砂刑亀義視覗8約g各組野野¢㌻監紬㌻愈払蟹

雪線Ⅶ鑑霊監e密⑳野町¢m⑳藍色鰍e度盛⑳済急流遜磁針椚乳濁瀧蟹星野⑳細密こ鮎¢馳題馳急流感度虚y◎姐打田歳時盈取

¢Ve洞ぬel和姦喝m盈馳舶＆e紺◎捌忽髄㌢m歯’多野鑑叩五色鬼毘盛酌㌻m呈y釘鰯e雷電蟹感悶引舶魚叩㌢狙丑e・

⑬払Ⅴ孟◎弧＄軌隻飴色野盈飽食◎舶隅⑳各町良禽毒電監ぬ盈訊霊e和也多食飴色闇⑳r艶色盛◎班亀払y醜e取Ilyme澄e

蝕電隅霊威v菅笠Wぬ¢ ぬ温Ⅴ金魚多澄玉野色感y◎田 盈 艶色y『⑳le 毒流 払㌻i喝丑砲g免払¢u＆ ＄唱鑑ぬ 免

盛色m¢£針金舶e電㌻及氾容量忠i細．W哲多食㌢¢泊啓蟄y疋⑳m舶捌m飴色色約㌢毛細舶詑yy¢Ⅶ色払亀r毒g払モio

野盈『鮎量汐見毛色鉛色e8y量刑亀馳監野⑳甘五色主監汲笥昔五指◎釘塾岨町内免．

Ⅴ⑳弧ぬ盈Ⅴ愈捌y岨馳弧⑳＄魯魚感隅姦酢盛思量⑳訊紬釘y⑳Ⅶ釘霊地取乱 臥鮎y¢即e¢岨r汲夢色細長

紬醜蟹『，y砂岨題ym払◎遜孟盈監亀艶色急場電馳亀流感監卵伊豆酢舶壷⑳田＄⑳釘亀ぬ監恩田訂悶監各色厨亀0野亀敵組孟雷細野

義男⑳訊忠弘藍澄豆舶⑳雷紛亀鑑舶隅瘡鞄釘⑬胡監馳⑳細密亀翫監闇¢釘署虚盈訊d監㌻監m盈立田鑑¢内約娼色約定忠弘免をy⑳む㌢

監盈岨ぶeW毒舌丑野㌢愈Ⅴ鼠凱

厨遜色盈澄魯魚eee酔亀my野鼠釘隅亀雷電野e訂ぶ◎現象玉野監g為訂鍬

S孟爪藍色㌢蜜柑9

愚息臥臥C乱脚甘⑬阿

監NOTES讃

deモenぬ托‥拘留 re鮒王uぬ皿：靡淡 ou醜ge：憤り 招盈nd急転：臓眼 馳n＄滋on：移行

こ0丑8e約n；非摩する 凝血血鮎n：欝蟹 為ぬ監皿鮎：率当の 腿u＄e：遥勤 卵でV盈払：勝る

－184－



さて，課題の指示は次のように行った。同じSuuKyiにメールを出すにしても，状況設定が異

なるということに注目して欲しい。

（資料13）

＜課題3＞

Cboose one押r＄On Out O君臨eぬ1low・lng peOple and wdte an E一打退ilto the

person．MakeaPぴNC喜澄む馴Eanywbe陀in払eleと絶rとOeXp陀SSyOurideasand

ねe壬i喝S，jusもIike一‘Jus色COnti琉ほeね血wぬとyoubelievei＄dg奴－－

Now＄endanE－maii乞0．‥

）

ヽノ

）

ヽ
－
′

）

11▲

2

3

4

5

DawÅu喝SanSuu監yi，Wboま＄u幻degbou＄ea汀eSヒ．

DawÅu喝S盈nSuu監yi，闇払ob盈S如＄もgo忠地eNobei野eacePdze・

DawAu‡鳩SanSuu物言．wbo呈＄＄亡i壬！＄馳駆農奴gぬど払eどbomeco㍑nt叩・

3はicあael蝕s．vboi＄S㍑u’＄buモぬand．

anyoneyou放e．wboi＄COnCemedwitbSuu民yi．

⑳ ◇ ⑳ ◇ ⑳ ◇ ⑳ ◇ ⑳

＜注＞ 相手や自分の名療すぼ「8文字以内で小文字で」番く。

（例） ＄uukyi／n血hael／也n舶／y払ni酢

To：（ ）＠打払il．nid．呈n絶meと

From：（ ）＠と馳kukoma．ac．jp

Su叫ect：（
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2．3，3血 4。生徒作品

ここでは紙幅も限られているので，生徒の作品（原文の通り）を1つだけ紹介しておく。E－

mailの特徴をとらえた，短くてもパンチのある作品に仕上げっていると思う。ちなみに，この生

徒はインターネット体験は“Notyet．”だそうだ。

（資料14）

甘0：S㍊㍑臨y喜＠m盈孟豊．n星組．主犯忠erne忠

肝雷Om：癖車癖＊癖癖歯車＠忠§㍊ku駄om乱盈C．jp

S㍊鮎jecも：説盈野py嘗¢視野鮎豆態e野鼠も亙0調

瓦訂e盈d払e訊eWSW孟醜m㍊e甑盈nge欝，Wぬ量c甑＄も汲も主犯gyo㍑訂being

量so息汲もed嘗訂¢my¢㍊雷pe¢節息e盈g盈息孤．亙甑e旦竜虎ve蝕盈tm喜急呈ionso雷
○

pe¢野盈e飽急患畳nもぬe＄盈meW盈y，盈孤誠馳opeyo㍊訂息豆態e㌻盈患ion．

頂野の㌢音感喜swa絶怠椚虜ね釘yO㍊一書盈Ci喝蝕0協＄急設dso雷eo詑且p旦icaもed

CO孤君恩iGもSOVeア㌻e旦喜gi¢㍊SO訂e醜n主にg雷0弧pS，yO㍑雷孤0弘一Ⅴま0息e鵬

S恕mgg呈e盈調盛ide盈且書¢ぎCO調Ciま孟汲も孟0弧W畳急呈s㍑釘e且y呈e盈d盈急呈peace－

号¢Ⅴ豆孤gpeOp呈e…紬s乞盈SyO㍑訂雷a醜e㌘夢ssも㌻悶gg畳e甑ad呈eadyo㍑。

2－ 3。3。5血 評億法

ここでは，自由英作文に対する評価法を考察してみたい。

一般に，自由英作文を書かせると，「添削が大変だ」という声をよく開く。しかし，評価の視

点を英文の「質」だけでなく，英文の「量」へ転じると，評価システムは一変する。

たとえば「次の英文を読んで，AungSanSuuKyiに激励の英文を，およそ100語で書きなさい」

という課題を出したと仮定しよう。これまでは，評価者は生徒が書き上げた英文の文法的な「誤

り」に目が行きやすく，いわゆる「減点法」で採点をし，A～Cなどの評価を下すことが一般に

行われている。しかし，従来の減点法では，せっかくの課題に対して，文法的な「質」のみしか

見ていないということになる。これではせっかくの「労作」に対して，正しい評価法とは言えな

いだろう。そこで，課題にある「激励の英文」という部分に注目を当てれば，民主主義を求めて
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反政府指導者として精力的に活動しているAung San Suu Kyiへの「激励」のことば，または彼

女が率いるムーブメントに対する「感想」が，英文内に盛り込まれているかを，最重要の視点で

評価するのである。

以上が「質」の評価だとすれば，次に述べることが「量」の評価である。前述の課題には「お

よそ100語で」という設定があるわけだから，生徒が書いた「語数」を評価の対象とするという

ことにも充分意義があると思われる。制限時間内に30語程度の英文しか書けない生徒と，100語

以上の英文を書くことができる生徒では，完成した英文の評価に差を付けるのは当然であろう。

こうした評価法は，今回の課題だけでなくて，定期考査などで継続して書かせてきた「英作文」

を評価する際にも当てはまる。要は，英作文を評価する際，「質」的な視点として「文法的を正

確さ」「内容の的確さ」を設定し，そして「量」的な視点として「英文の分量」という柱を設定

するということである。

こうした評価の視点は，短期的な視野だけではなく，中期的・長期的な視野に立って，対処す

ることが望ましいということが最近，指摘されるようになった（金谷1994）。実際の教育現場

では，「今学期は，英文の量だけに注目しよう」とか「次回のテストでは，内容の的確さを主た

るテスティング・ポイントにしよう」という是非が，もっともっと議論されてもよいと思われる。

しかし全国的に見てもこうした実践例はあまりにも乏しく，有名なことわざにあるように

Easiersaidtbandone．の感は免れないということを，バ、論の結語として付記しておきたい。

2．3．4．申。高6年間のリーディングの目標と活動について（久保野）

（1）基礎期

（a）題材：身近で具体的な内容の事実文・説明文

（b）活動：①読解：文字通りの理解（1iteralcomprehension：readthelines）

文（sentence）の基本構造を理解し，文単位の意味を正確につかむ。

②音読：語句や文を正しい発音・リズム・抑揚で音読する。

（2）実践期

（a）題材：やや抽象的な内容の事実文・説明文，及び易しい物語・小説等

（b）活動：①読解：推論的理解（inねrentialcomprehension：readbetweentheliileS）

段落（paragraph）の構造を理解し，文章（passage）の概要・要点をつかむ0

物語の登場人物の性格・心情等を読み取る。

②音読：理解した内容が表現されるように音読する。

（3）発展期

（a）題材：様々なスタイルの，発達段階に応じた内容の文章
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（b）活動：①読解：評価的理解（evaluativecomprehension：readbeyondthelines）

複雑な内容・構造の文章（passage）を正確に精読する。

斜め読み（skimming），走査読み（scanning）等の読みの技術を身につける。

読みの速度を上げ，限られた時間でより多量の文章の概要・要点をつかむ。

（参音読：文章の内容に応じて適切に音読する。

表現読み（oralinterpretation）等の活動を通してスピーキング力も伸ばす。

2寸 4 ライティング（寺田）

2．4．1－ ライティングの指導について

平成元年3月に改訂された中学校学習指導要領の「書くこと」について，1年から3年までの

目標の前半の部分を見てみよう。第1学年では，「初歩的な英語を用いて，身近で簡単なことに

ついて書くことができるようにする」とあり，第2学年では，「初歩的な英語の文や文章を用い

て，自分の考えなどを書くことにする」とあり，さらに第3学年では，「初歩的な英語の文章を

用いて，自分の考えなどを書くことにする」とある。1年から3年にかけて指導目標が，「身近

で簡単なことについて初歩的な英語や英語の文」で書くことから，「自分の考えなどを，初歩的

な英語の文章」を用いて書くことに重点が移っていくようである。つまり，中学3年生において

ほ，ある程度まとまった英文で自分の考えなどを書くことが，指導要領の目標の一部にあると考

えて良いだろう。

一方，同年3月に改訂された高等学校学習指導要領の「英語I」において，「書くこと」の言

語活動について示されている四つの指導事項のうち二つは次の通りである。「読んだ内容につい

て，その概要や要点を書くこと」と「書こうとする内容を整理して，大事なことを落とさないよ

うに書くこと」である。英語Ⅱの指導事項も同様であり，さらに「ライティング」の目標には

「自分の考えなどを的確に書く能力を一層伸ばす」とある。

筆者は1996年度に，中学3年のテーマ学習「英語でコミュニケーション」と高校1年の「英語

I」を担当し，この授業の中でライティングについては，「読んだ内容についてその概要や要点

を書くこと」や「自分の考えなどを書くこと」を重点的に指導した。これは，サマリーライティ

ングやパラグラフライティングなどの指導につながっていく。また，「英語I」は総合的な科目

であるので，リーディングとライティングの連結を考慮し，パラグラフリーディングからパラグ

ラフライティングへの指導を試みた。
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2。4．2．1996年度のライティングの活動と評価

2．4，2▲1．中学3卑生（48期）

48期生を対象にしたテーマ学習「英語でコミュニケーション」については，本校の研究報告第36集に

報告があるので，ここではこの講座のなかでライティングに関する部分だけ取り出し論ずることにする。

（1）ライティングの活動

この講座で最初に取り組んだコミニュケーション活動は「ショウアンドテル」であった。毎回

2名の生徒に授業のはじめに行わせたが，事前に原稿を提出させて本人と相談の上で書き直させ

た。最終の活動である日本の伝統的文化の発表では，最初に生徒に3，4名でグループを作らせ

て，生徒同士で互いの原稿についてチェックさせた（peer correction）。その後で，生徒一人一

人と面接（conference）を行い，最終稿をまとめさせた。

ライティングだけの活動としては，日本の主な年中行事から一つ選ばせて，50－100語の英語で

できるだけ自分の経験や意見を含めて書かせた。生徒の原稿を集めた後，1月から12月の順に並

べて3枚のプリントにまとめ生徒に配布した。

（2）ライティングの評価と生徒の作品例

最終的にoralpresentationをめざした活動－ショウアンドテルと日本の伝統的文化の発表一に

ついては，ライティングだけの評価は行わなわず，preSentationの際にFluency，Pronunciation，

Contentの3項目で評価をした。

日本の年中行事については，A，B，Cの基準で評価した。内容と構成を重んじ，スペリングや文

法のミスについてはよほど多くない限り，評価の対象にしなかった。

次に生徒の作品例を一つ掲載する。

生徒の作品例

「お彼岸」

EachoneweekaroundVernalEquinoxDayandAutumnalEquinoxDay

We have the Equinoxicalweekin sprlngand autumn．In the middle day ofthe week，the

daytlmeisaslongasthe nighttime．Thisweekisthereligeousevent．Alongtimeago，the

Japanese hoped theyallcould go to heaven．Sowe usually visit the gravesofourancestors’

splrltandaskaprleSttOpray

brourancestors，splrltSOntheweeknow．AIsowehopewecangotoheaventoo．

Thenweeat“ohagi．”
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Ⅰvisit my grandfather’s grave on the week every year and prayed asIthought my

grand払thermustbefineinheaven．（原文通り）

2．4。2。2暮 英語Ⅰ（47期）

（1）ライティングの活動

（A）パラグラフリーディングの指導からパラグラフライティングの指導へ

パラグラフリーディングの指導を授業で何度か行い，テキストと段落の分析を行った。その指

導をもとに，パラグラフライティングの指導を行った。最初に，CrownIのLesson5“A

Document女）rallPeople（ThomasJeだersonが独立宣言を起草したことに関する課）のP．65一銭に

かけて，段落の分析をパラグラフリーディングの手法を用いて分析しているプリントを紹介する。

プリント：Le＄＄On5“ADocumen官紬㌢a】‡P¢OP暮℡”No．3

段落の構造－－パラグラフリーディングに向けて

65常の巧2行目から20行目にかけての段落を例にとって，段落の構造を分析してみよう。まず

この段落の主題文（TopicSentence）は，最初の文＝ThenextmorningThomasgotdown to

work．（翌朝トマスは仕事に取りかかった。）にあると思われる。

次の文＝Hesetuphissp∝姐ymadepoれablewd血gdesk（彼は，特別にあつらえた，持ち運びの

できる書き物机を組み立てた。）から，取りかかった仕事の具体的な内容が説明される。第3番目の

文＝Healwaysc訂ded血sw仙血以降の文は，このwd血gdeskについての説明である。

第4番目の文＝ItlookedlikeabookwhenitwasshuLbutthetopopendupto払rmadesk

top．は，Writing deskの形と機能の説明であり，第5番目の文＝Inside was a drawerwhere he

kept pens，ink，and sand・からは，Writing deskの中のdrawer（引き出し）に入っているpenと

inkとsandについての記述である。＄an8ば一体何に使われたのであろうか。

以上，上記の内容を図解すると以下のようになる。

トマスば仕事に取りかかったや薔き物机を組み立てた。一ヰ書き物机の用象形，機能

（主題文） （主題文の説明の開始の文）

（仕事の具体的な内容）

→引き出しに入っているペンとインクと砂について
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次にタ66需の1行目から10行目までの段落の構造を，今度ば雷たちが分析してみよう。

主題文は？

2番目の文＝Hesaidhecouldthinkbetterthatwayは，最初の文とどういう関係にあるのだろ

うか。

3番目の文＝Sohestoodupatthelittledesk，arrangedthepens…以降の文は連続的な動作を

表している。SO，thenという接続詞が用いられている。

Soねr，SOgOOC査．‖e暮ik℡d岳息．で始まる段落（66寓の15行目から）の主題文ばどれであろうか。

このようなパラグラフリーディングの練習を授業で何度か行った。パラグラフリーディングか

らパラグラフライティングへつなぐ活動として，パラグラフの要点やポイントを尋ねる英間英答

を行い，時にopen－endedを質問を混ぜて，まとっまった英文を書かせる練習を行った。

（B）課題作文によるパラグラフリーディングの指導

1996年の1学期の最初に，CrownIの1課のテーマ作文，「高校生になって思うこと」という

テーマで生徒に50－100語の英語で書かせて提出させた。

夏休みの課題として，“BritishFolktalesandLegends”（成美堂－CrownIのLesson3“Halfa

Cup
ofTea”はこの民話集の一編を書き直したものである）の中から数編を読ませて，うち2編

のsummaryとimpressionを100ー200語の英語で書かせた。冬休みにも同様の課題を課した。

3学期には，Crow・nIのLesson9“Alicein Wonderland”の発展学習として，Longman社の

“AliceinⅦonderland”（1，000語レベル）から好きな一章選び，そのsummaryとimpressionを

200－300語の英語で書かせ提出させた。

「高校生になって思うこと」以外の課題は全部作品のsummaryとimpressionである。

summary writingは，パラグラフライティングのなかでnarrativeのwritingに属するものである。

時間の経過に使うconnectivesに注意を払って書くように指示した。impressionについては，最

初に自分の意見を書きそのあとでその理由付けをしたり，例をあげたりするように指導した。

（2）ライティングの評価と生徒の作品

授業におけるライティングについては特に評価を行わなかった。課題作文のなかで，「高校生

になって思うこと」と夏休みの課題については，生徒の作品にコメントを書いたが評価はしなか

った。この段階では，パラグラフライティングの基礎を理解させることに主眼を置いたためであ
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ある。

冬休みの課題については，Holisticな評価方法を行い，特に優れているものをA，普通に書い

ているものをB，努力のあとがあまり見られないものをCと評価した。Aは160名中10名，Bは131

名，Cは4名，未提出者15名という結果であった。Holisticな評価方法ではやや主観が入りすぎる

と思い，3学期の“AliceinⅦonderland”の課題についてはAnalyticな評価方法に改め，内容と構

成と文法の3点についてそれぞれA，B，Cの基準で採点して総計した。生徒にはあらかじめこの3

点で評価するということを連絡しておいた。“AliceinWonderland”の課題では，稔合点でAは54

名，Bは80名，Cは12名，未提出者が8名であった。期末100点のうち15点をこの課題に与えた。

次に，冬休みの課題と“AliceinⅦonderland”の生徒の作品例を一つずつ紹介する。紙面の都

合でsummaryは省いてimpressionのみを載せる。冬休みの課題は“British Folktales and

Legends”（成美堂）のなかの“The Five－Pound Note”という作品について論じている。一方，

“AliceinWonderland”は“ACaucusRaceandaLongStory”というchapterについて論じている。

（生徒の作品例1“TheFive－PoundNote”）

“IthinkI，ve heard ofstoriessimilar to thissometime before．Ithink the reason why this

storyis funnylS that becauseirony existinit．Another reasonis that the same thing or

somethingsimilartowhathappenedtothesplnSterCanpOSSiblyhappentoanybody，including

me．Ican see howshefelt

when she realized what she did when she came back to her brotber，s house．That another

elementthatismakingstoryfunny．Iwonderwhatshedida氏ertheendofthestory．Didshe

tryto丘ndtheshabbi－1ydressedoldwomantogiveherownfive－pOundnoteback？Ordidshe

justKEPTTheMONEY？

Whatdidthebrotherdo？Iwanttoseetberestofthestoryifthereis．”（原文の通り）

（生徒の作品例2“ACaucusRaceandaLongStory，り

“WhenIwasin the third grade ofan elementary school，Iread the storyinJapanese．I

COuldn’t understand the humor and the jolくeSin the story then．This time，IthinkIcould

understandthem alittlebetterbecausethesentencesareeasier．

In払ct，thisstoryisstrangebecauseitallhappenedinAlice，sdream．Shesuddenlybecame

tallandthensmall．Sheswaminherowntears．ShecouldtalkⅥriththeanimalsfreely．

There are many episodes which are satirical．For example，the Caucus race has no

SyStemS・，The Caucus，means‘in English politics，alocalparty committee having power to
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Select candidates，Settle questions oflocalparty，etC．，and conduct election campalgnS．

（Ⅶebster，sNewTwentiethCenturyDictionary）

Thissceneisveryinterestingbecausethebehavioroftheanimalsseemtosuggestthatof

thepoliti－Cians．IwonderwhetherthereisastorylikethisinJapan．（原文の通り）

2，4．3．申。高6年間のライティングの目標と活動について

（1）基礎期

（a）綴り字と発音の関係（フォニツクス）を指導する。－スペリングでつまづく生徒が数

多く存在することを考えると，フォニツクス等を取り入れて，綴り字と発音の規則性

のある関係に注目させたい。

（b）文レベルの指導一語順一平叙文，疑問文，命令文などにおける語順に注意させたい。

（c）まとまった文を書かせる一自己紹介，家族の紹介など。

（2）実践期

（a）2文以上書く練習一文と文のつながりに注目させ，連結詞（connectives）の指導を

行う。

（b）まとまった文を書かせる一日記，手札学校行事の感想文など。教科書や会話のテキ

ストをもとに簡単なオリジナルのスキットを書かせる。

（c）論理的な文章を書かせる－パラグラフライティングの基本の指導。

（d）アウトラインをまとめて書かせる－サマリーライティングの基本の指導。

（3）発展期

（a）パラグラフライティングとサマリーライティングの系統的な指導】日常的な指導と休

みの課題。

（b）生徒の創造性を高めるライティングの指導－スキットや英文俳句等の創作0

3，おわりに（入営）

昨年度の研究紀要では，「観点別評価」をからめながら，日頃の授業実践をいかに評価に結び

っけているかについて，各学年の担当者の報告を中心にまとめた。それぞれの実践報告の内容は

各自に任されており，4技能の様々な実践について知ることができた反面，それぞれ特定の技能

についてどのように評価するのか，という独立したものは何も報告されないままであった。

今年度はその点を鑑み，各自の実践に基づいた報告ながらも，それぞれが報告する授業実践上

の重点項目を絞ってまとめた点に特徴がある。すなわち，加藤・鈴木文はリスニングの実践を中

心に，八宮はスピーキングを中心に，谷口・久保野はリーディングを中心に，そして寺田はライ
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ティングを中心に，まとめる方法を採った。従って個々の担当者の実践は，実際にはこの分野に

限らず，4技能の様々を分野にわたっているのだけれども，今回の報告はあえて特定の分野に限

ったということである。そして，その実践に基づいた上で，中高一貫の技能別カリキュラムを作

ったらどうなるかというのをtentativeな形ながら提案してみた。

結果的に技能別の活動については，例年に比べ，かなりすっきりした形で報告することができ

たと思っている。同じ分野で書いたものでも，その中で扱っている側面が異なっており，中高一

貫の中で比較することができる。例えば加藤。鈴木のリスニングでは，加藤が中1・中2の基礎

期のLLを使ってのリスニングになっているのに対して，鈴木文は主に高1の実践期におけるオ

ーラルコミュニケーションBを通してのリスニングという面に焦点を当てている。同様に，谷

口・久保野のリーディングでは，谷口が高校2年の発展期における，pOSトreading activitiesに

焦点を当てているのに対し，久保野は高1から高3までの3年間を通じてのリーディング能力の

育成に重点を置いている。

特定分野に実践に限っただ捌こ，作品例も多く載せることができ，また評価においても寺田の

作文におけるholistic／analyticという2つの方式についての言及，谷口の「per払rmanceが評

価の対象になりうる」との意見，鈴木文の「教師による評価と生徒の自己評価」の実践，久保野

の評価ポイントを事前に明らかにしての定期テストの試み，と随分とバラエティに富んだ報告に

なったと思われる。

以上のように昨年に比べ一歩進んだ形となったにもかかわらず，本稿の表題が「コミュニケー

ション能力の評価」ということになると，まだ評価への踏み込みが足りないのではないかという

思いも残る。また，各技能別の中高一貫カリキュラム試案にしても，技能別だけに問題点も多い。

例えば，入門期におけるスピーキングの項で八宮は「身近なことがらについて述べる（自己紹介

をど）」と述べ，一方で寺田もライティングの入門期において「自己紹介，家族の紹介などまと

まった文を書かせる」と述べている。この2つは当然関連性があるはずで，それを示すためには

技能別カリキュラムを示すとともに，お互いを関連づける包括的なカリキュラムに発展させて行

かねばならないであろう。各担当者の実践がいかに有機的に結びついてゆくか，評価の問題とと

もに来年度はそんな問題にも取り組んでいきたい。
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